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猪名川の堤防の法面における植生に関する研究

坪井諒介・高村紀行・今村陽彦（環境学園専門学校）

はじめに

昨今の日本では、帰化植物の分布拡大が著しい。河川改修や盛り土など人為的に手が加えられた場

所では、帰化種が一面を覆い隠してしまい在来種が生育できなくなるなど、特に大きな影響が見られ

る。在来種や地域の生態系を保護保全するために帰化植物対策は欠かせず、国としても大きな課題と

なっている。

兵庫県と大阪府の県境を流れている猪名川は、日本でも有数の帰化植物比率の高い河川であり、在

来種群落と帰化種群落の両方が分布している。しかし、その発達要因は明らかにされていない。そこ

で、群落の種組成や立地環境などの違いや変化を調べることで、今後の帰化種対策に繋がると考え、

本研究を行なった。

調査方法

兵庫県と大阪府の県境を流れている猪名川の法面

で調査を行なった。この川は、古くは蛇行した河川

であり、洪水のたびに水害を繰り返してきた。その

ため、昭和時代に数度に渡って大規模な河川改修事

業が実施された。その結果、猪名川の法面は人工的

に手の加えられた部分が多いと考えられる。また、

生育する帰化植物比率も高く、平成 年度河川水辺

の国勢調査によると、 で全国 位であった。

調査地点を図 に示す。

調査範囲は、猪名川と藻川の合流地点を始点とし

て猪名川を上流に向かい、五月山の麓を終点とした。

プレ調査として 月 日から 月 日にかけて

地点、本調査として 月 日から 月 日にか

けて 地点、追加調査として 月 日から 月

日にかけて 地点の計 地点で調査を行なった。

調査方法は、調査地点に ㎡のコドラートを張り、

調査地点の緯度、経度、法面位置、日当たり、風当

たり、土湿、露岩率、法面方位、法面傾斜角、調査

面積、土壌硬度、土壌 、

土壌水分量、草本高、植被

率、生育植物、被度、群度、

群系、調査日の 項目に

ついて記録した。被度と群

度については、ブロン－ブ

ランケ法により調査を行

なった。被度の模式図を図

に、群度の模式図を図

に示す。

図 1 調査地点 

図 2 被度模式図 

図 3 群度模式図 
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調査結果

調査の結果、在来種は 種、帰化種は 種の合計 種の植物を確認した。

得られた調査票をもとに組成表を作成し、群落区分を行なった。その結果、メヒシバ群落、チガヤ

群落、ススキ群落、セイバンモロコシ群落、セイタカアワダチソウ群落、クズ群落の つに区分され

た。また、組成表をもとに常在度を算出し、常在度表を作成した。作成した常在度表を図 に示す。

木本群落であるクズ群落を除く 群落の生育種数、帰化率、在来種優占率、多様度指数を算出し、

比較を行なった。その結果、生育種数はセイタカアワダチソウ群落が最も低く、帰化率は在来種群落

であるチガヤ群落が最も高かった。在来種優占率は、在来種群落であるメヒシバ群落、チガヤ群落、

ススキ群落が高かった。多様度指数はメヒシバ群落が最も高かった。それぞれの結果を図 から図

に示す。

図 4 常在度表 

図 5 群落別生育種数比較 図 6 群落別帰化率比較 
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在来種群落は、種数、種組成、多様度指数などにおいて、帰化種群落よりいずれも良好な数値であった。

考察

① 帰化種の変化
服部ら による、過去に猪名川堤防法面を調査した既存文献を使用し、過去と現在の帰化種の

比較を試みた。その結果、在来種群落であるチガヤ群落とメヒシバ群落において、約 年間で

以上の帰化率の上昇が確認された。これは、 年には確認できなかった帰化種であるホザキマンテ

マ、ウラジロチチコグサ、ベニバナセンブリといった種の移入増加が原因だと考えられる。チガヤ群

落の占有率割合を図 に、メヒシバ群落の占有率割合を図 に示す。

チガヤ群落の在来種数を比較すると、

年はワレモコウ、ウツボグサ、コマ

ツナギ、クサボケ等があり、合計 種

であった。しかし、 年にはそれらの

種は消失、または調査枠内に出現しない

ほど減少し、合計でも 種にまで減少

していた。  年と 年に出現した

種の一致率では、在来種と帰化種ともに

を下回っていた。チガヤ群落の一致

率を図 に示す。在来種が大きく減少

したのは、群落内の構成種が大幅に変化

したことによると考えられる。チガヤ群

落は多くの種と共存できる多様性の高い群落であるので、環境条件の変化によっては構成種が大きく

変化する群落であると考えられる。

図 9  チガヤ群落帰化率 

図 7 群落別在来種優先率比較 図 8 群落別多様度指数比較 

図 10 メヒシバ群落帰化率 

図 11 チガヤ群落一致率 
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②帰化種の移入

年と 年のチガヤ群落、メヒシバ群落、セイタカアワダチソウ群落、セイバンモロコシ群落で確認さ

れた帰化種の、移入年代と原産地の比較を行なった。

移入年代では、明治、昭和、大正・江戸末期の順に移入種数が多かった。年代別移入帰化種数を図 に、

年代別年間移入帰化種数を図 に示す。

明治に移入した帰化種は、観賞用や食用、家畜の飼料用、ガラス製品の緩衝材など、人間が意図的に持

ち込んだものが多く確認された。その結果、移入種数も多くなったと考えられる。

大正から昭和にかけては、移入経緯が不明な種が多く

確認された。交易量がより増加したことや、新たな輸送手

段として飛行機が出現したことで、より遠い地域との交易も

容易となった。その結果、輸入雑穀に混入する等の非意

図的な移入が増加したと考えられる。

原産地比較では、ユーラシア、北アメリカ、南アメリカの

順で移入種数が多かった。原産地別帰化種数を図 に

示す。これは、ヨーロッパやアメリカは主要な貿易相手国

であったことや、日本の気候で生育可能な種が多かった

ためではないかと考えられる。

② 壌環境の差異
在来種と帰化種の生育条件の違いに注目し、土壌 、

土壌水分量、土壌硬度での比較を行なった。

土壌 においては、図 に示すように、両者に大きな

差は見られなかった。

土壌水分量においては、図 に示すように、平均値に

若干の差は見られるものの、分布の形状は近い。また、分

布自体もばらついており、両者に明確な差があるとは言えない。有意水準 で 検定を行なったが、土壌

と土壌水分量において有意差はなかった。

土壌硬度においては、両者に明確な差が見られた。図 に示すように両者の分布の形状は近いが、出現

比率のピーク値は帰化種が 付近であるのに対し、在来種は 付近と硬めであった。有意水準

で 検定を行なった結果でも、土壌硬度には有意差が認められた。両者の土壌硬度に差が見られた要因とし

て、根の硬さや構造の違いが考えられる。在来種であるススキやチガヤは土壌の硬いところに多く見られ、そ

の根も太い部分が多かった。両者の土壌硬度に差が見られた要因として、根の硬さや構造の違いが考えら

れる。在来種であるススキやチガヤは土壌の硬いところに多く見られ、その根も太い部分が多かった。反対に、

帰化種であるセイバンモロコシやセイタカアワダチソウは土壌の柔らかいところに多く見られ、その根も細か

い部分が多かった。また、感覚的なものではあるが、帰化種の根と比較して、在来種の根は硬かった。

図 12 年代別移入帰化種数 図 13 年代別年間移入帰化種数 

図 14 原産地別移入帰化種数 

図 15 土壌pH分布比較 



共生のひろば 12 号（２０１７）

55

一般的に帰化種は生長が早く、裸地や草刈り後からの生長は在来種に勝る事が多い。そのため、同条件

で競争すると帰化種が優占すると考えられる。しかし、土壌硬度が硬い土地では、根の柔らかい帰化種は充

分に根を張れず、生育が難しくなると考えられる。その結果、そのような土地でも生育可能な在来種が優占し

ていたのではないかと考える。

提言

猪名川のような大規模河川では、除草の機械化が進んでい

る。猪名川でも、図 に示すような乗用の集草機が用いられて

いる。しかし、このような集草機を用いると、長い鉄製の爪で土

壌表面を引っ掻くようにして刈り取られた草を集めるため、土壌

表面が耕されたような状態となってしまう。そのため、土壌硬度

が柔らかい状態を維持していると考えられる。これらの集草機

ではなく、エアブロワーや熊手用いて集草するなど、除草管理

の方法を見直して土壌表面に対する影響を極力減らすことに

より、土壌の軟化を抑えられると考える。それにより、帰化種の

生育が難しい土壌硬度となり、在来種の生育範囲の拡大が期

待できると考える。
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図 16 土壌水分分布比較 図 17 土壌硬度分布比較 

図 18 集草機アダプタ部分 


